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Observation on the morphology of specimens referable to Antithamnion sparsum or A. 

defectum KYLIN from several locations around Hokkaido and Kyushu shows that there is 

no essential difference at specific level among them. Therefore， A. sparsum TOKIDA is 
here placed as a synonym under A. defectum KYLIN. 

Key /ndex Words: Antithamnion; A. defectum; A. sparsum; Ceramiaceae; morPho・
logy; Rhodophyta. 
Tadao Yoshida， Department of Botany， Faculty of Science， Hokkaido University， 

Sapporo， 060 Japan. 

キヌイトヨツガサネ Antithamnionsparsum 

TOKIDA (1932)は樺太の遠淵湖から採集された材料

に基いて記載された。この種は主軸の分校に対生する

羽技を欠くと L、う明確な性質をもっ点でアメリカ西岸

の A.defectum KYLINと似ているが，それより著し

く長い細胞をもつことを主な差異としている。その後

この種は北海道のサロマ砂1) (IWAMoTO 1960) と忍路

(TOKIDA and MASAKI 1959)から報告されており，

また北大理学部所蔵の標本 (SAP 023263， 022781) 

によれば室蘭にも産する。

筆者はこの種に当たる標本を北海道東部の根室，網

走，厚岸および日本海側の小樽市桃内で得ている。キ

ヌイトヨツガサネのみ多量に産するということはなく，

他の種々な群の藻類と混生して，少数個体が採集され

る。根室・厚岸では水深 5-10mのところから採られ

た貝殻などの上に生育しており 9月下旬に採集した

標本で四分胞子袈の形成が認められた。

他方 INAGAKI (1950)は三河湾の標本を A.de-

fectumに当て， タシノハフタツガサネという和名を

与えて報告した。筆者は長崎県野母崎において 6月に

雄性体を得た。また，岩手県大槌においても未熟の個

体を採集した(黒木ほか 1980)。 ここでは TOKIDA

(1932)， INAGAKI (1950)の記述と，筆者の得た材料

に基き比較検討を行なった結果を報告するo

1) 本研究は文部省科学研究費補助金(代表者黒木宗

尚，課題番号254229)による研究の一部である

観 察

Fig. 1に示すように，主軸の分校の際にそれに対

生する校のないことがはっきりした特徴である。しか

し体の下部においては羽校の基部細胞から無限生長の

校 (Fig.1矢印)を生ずることもある。

主軸細胞の太さをグリセリン封入プレパラートで測

定すると，桃内の標本で 100μmを超す個体が見られ

たけれども，他は皆 100μm以下で，長崎県野母崎産

の若い個体 (Fig.1)は 53μm であった。主軸細胞

の太さや直径と長さの比に関して区別されるような個

体群は見られなかった。

四分胞子褒は有柄または無柄で楕円形. 53-72 x 77-

99μmであった。

雄性体が長崎県野母崎の材料で得られた。精子褒校

(spermatangial cluster)は羽校の第1(;1:細胞列に向

軸側に直接生じて，第 2(立の校を置き換えた状態のも

のと，第2位の校から向軸仮!jに:1:ずるものとがある

(Fig. 2)。いずれにしても最末小枝ということにな

る。

腺細胞はふつう羽校の中軸に近い 1-2本の他より

短かし、小校の先端に近く生じそれをつけている細胞

より長L、。

論議

TOKIDA (1932) は彼の標本が Antithamnion

defectum KYLINに最も近いことを認めている。しか
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Comparison of species of defectum group in Antithamnion Table 1. 

sparsum 
TOKIDA 1932 

setaceum 
GARDNER 1927 

pygmaeum 
GARDNER 1927 

defectum 
KYLIN 1925 

2-4cm 
sparingly branched 

opposite 
pectinate on upper side 

6-12mm 

palrs 
5-8 subulate ultimate 
ramuli on upper side 

4-7mm 
sparsely branched 

opposite 
secund ramuli 

2-4cm 
slightly branched 

Opposlte 
pectinate on upper side 

Frond 

Branchlet 
(pleuridie) 

tips tapering but not so 
sharp 

conical cell， acute one 
celled hair 

round tips U1timate ramuli 

ultimate ramuli 

45-90-(150)μm in diam. 
2-5.5 times as long as 
broad 

apical or subapical cells of 
the ramuli 

80-100μm diam. 

sparse， at apices of the 
ultimate ramuli 

50-70μm diam.， 2-3 times 
as long as broad， slightly 
swollen at the node 

on ultimate ramuli 

50-80μm thick， 2-5 times 
as long as broad 

Gland cell 
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pedicellate， sometimes 
sessile 37. 5-57 x 60-78 pm 

on one celled pedicels 
55-65 x 80-90μm 

terminal or lateral sessile 
45-54 x 75-80μm 

pedicellate Tetrasporangia 
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『 100μm
2 

Fig. 2. Antithamnion defectum KYLIN. A part of ma!e p!ant from Nagasaki Pref.， June 1977. 

し主軸細胞が長いという点で KYLINの私信による見

解に従って別種としてキヌイトヨツガサネ A.spar. 

sumを記載した。 GARDNER(1927)の A.setaceum 

と A.pygmaeumを含めて，主軸の分校に対生する

羽枝のない種が4種これまでに記載されている。その

特徴を要約すると Tab!e1のようになる。この表から

も分かるように，defectum groupの種を区別する特

徴として四分胞子褒が有柄か無柄か，羽技の末端が尖

っているかどうか，主軸細胞の大きさ，節にくびれが

あるかどうかという点があげられている。しかし

WOLLASTON (1971)が論じているように， 四分胞

子褒が有柄か無柄かは同じ個体でも両方の場合があ

り， TOKIDAの図 (1932，fig. 2)からも分かる通り，

種の特徴とはなり得ない。羽校の先端が尖るかどうか

も生育条件によって一定していない様である。主軸細

胞の大きさについて TOKIDAは直径 150μmに達す

る場合を報告しているが，これは稀な場合のようで，

筆者の観察した個体では 100pmを超えるものはわず

か1個体のみであった。直径と長さの比もキヌイトヨ

ツガサネが A.defectumより顕著に大きいというこ

とはないようである。四分胞子褒の大きさについて

KYLINは述べていないけれども.W OLLASTONO によ

れば A.defectumで長さ 80μm の値を与えている。

WOLLASTON (1971)はアメリカ太平洋岸の材料を

研究して A.setaceum と A.ρygmaeumは A.

defectum と種として区別することはできないとして

異名の取扱いをしている。日本産の個体群についても，

主軸細胞の大きさだけでは充分な区別点とは言い難く，
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別種とする根拠は弱いものと判断されるので.A. 

sparsum も A.defectumの異名として扱うべきで

あると考える。

この結果，和名としてキヌイトヨツガサネ，クシノ

ハフタツガサネの両方があることになる。 Antitham-

nion属の和名としてフタツガサネ属が用いられてい

る(瀬川 1956)ので， キヌイトフタツガザネと呼ぶ

のが適当であろう。
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